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他
都
府
県
か
ら
沖
縄
県
へ
の
機
動
隊
派
遣
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

他
都
府
県
か
ら
沖
縄
県
へ
の
機
動
隊
派
遣
に
関
し
て
は
、
九
月
二
十
六
日
付
質
問
主
意
書
第
二
号
で
質
問
を
行
い
、
十
月
四

日
付
で
答
弁
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
際
行
っ
た
質
問
で
、
沖
縄
県
公
安
委
員
会
の
決
定
の
前
に
沖
縄
県
警
察
が
「
援
助

要
求
」
を
行
い
、
警
察
庁
が
各
都
府
県
に
特
別
派
遣
の
文
書
を
出
し
た
こ
と
は
警
察
法
違
反
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
と
こ

ろ
、
理
由
は
示
さ
ず
に
「
指
摘
は
当
た
ら
な
い
」
と
答
弁
し
た
。
ま
た
、
六
都
府
県
の
機
動
隊
の
ガ
ソ
リ
ン
代
や
高
速
道
路

代
、
修
理
費
を
な
ぜ
沖
縄
県
警
察
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
質
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
た
理
由
や
根
拠
規
定
を
示

さ
ず
に
「
六
都
府
県
又
は
沖
縄
県
の
い
ず
れ
が
負
担
す
る
か
警
察
法
上
の
明
文
の
規
定
は
な
い
が
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
切

に
支
出
し
た
」
と
答
弁
す
る
有
様
で
あ
る
。

そ
こ
で
お
尋
ね
す
る
。

一

沖
縄
県
公
安
委
員
会
が
持
ち
回
り
方
式
で
議
決
す
る
前
日
に
、
沖
縄
県
警
や
警
察
庁
が
連
絡
・
調
整
を
行
う
こ
と
は
、
事

務
方
の
暴
走
で
あ
り
、
公
安
委
員
会
の
独
立
性
や
意
思
決
定
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
行
為
と
し
て
警
察
法
上
許
さ
れ
る
べ
き

行
為
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
認
識
と
見
解
は
ど
う
か
。

二

政
府
や
地
方
自
治
体
が
支
出
す
る
際
に
「
明
文
規
定
が
な
く
て
も
支
出
で
き
る
」
と
す
る
法
令
上
の
根
拠
は
何
か
。

一



三

質
問
二
に
関
連
し
て
、
政
府
が
「
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
切
に
支
出
し
た
」
と
主
張
す
る
関
係
法
令
と
は
具
体
的
に
は
何

か
。

四

本
職
は
「
公
安
委
員
会
の
事
務
は
自
治
事
務
で
あ
り
、
警
察
庁
の
関
与
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
自
主
的
に
、
か
つ
、
独
立

し
た
立
場
で
決
定
し
、
自
ら
の
権
限
を
行
使
で
き
る
」
と
質
し
た
と
こ
ろ
、
政
府
は
「
地
方
自
治
法
の
自
治
事
務
と
法
定
受

託
事
務
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
、
警
察
庁
長
官
は
都
道
府
県
公
安
委
員
会
及
び
警
察
に
一
定
の
関
与
を
す
る
」
と
答
弁
し

た
。
こ
れ
は
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
「
住
民
の
代
表
」
と
し
て
、
都
道
府
県
警
察
を
民
主
的
に
管
理
す
る
と
同
時
に
、
政

治
的
中
立
を
守
る
べ
き
責
務
を
否
定
し
、
形
骸
化
さ
せ
る
答
弁
に
他
な
ら
な
い
が
、
政
府
の
認
識
と
見
解
は
ど
う
か
。

五

本
職
は
、
今
回
の
他
都
府
県
か
ら
の
機
動
隊
派
遣
の
決
定
方
法
や
、
東
村
高
江
で
の
機
動
隊
に
よ
る
暴
力
的
な
警
備
に
鑑

み
て
、
公
安
委
員
会
や
都
道
府
県
警
察
の
行
末
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
立
ち
至
っ
た
の
も
ひ
と
え

に
公
安
委
員
会
の
権
限
と
し
て
「
都
道
府
県
警
察
を
管
理
す
る
」
と
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
管
理
に
属
す
る
警
察
官
は
も

と
よ
り
、
そ
の
他
の
全
て
の
職
員
に
対
し
て
任
命
権
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
各
都
道
府
県
警
察
の
本
部
長
や
警
視
正
以

上
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
は
国
家
公
務
員
と
さ
れ
、
国
家
公
安
委
員
会
が
任
命
す
る
こ
と
な
ど
現
行
警
察
法
に
所
以
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
で
は
正
し
く
我
が
国
は
戦
前
と
同
様
に
中
央
集
権
的
警
察
制
度
に
逆
行
し
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

二



が
、
政
府
の
認
識
と
見
解
は
ど
う
か
。

六

本
職
は
、
警
察
法
が
そ
の
目
的
で
高
ら
か
に
謳
っ
て
い
る
よ
う
に
「
個
人
の
権
利
と
自
由
を
保
護
し
、
民
主
的
理
念
を
基

調
と
す
る
警
察
の
管
理
と
運
営
を
保
障
」
す
る
と
と
も
に
、
「
警
察
の
活
動
は
、
厳
格
に
前
項
の
責
務
の
範
囲
に
限
ら
れ
、

そ
の
責
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
不
偏
不
党
且
つ
公
平
中
正
を
旨
と
し
、
い
や
し
く
も
日
本
国
憲
法
の
保
障
す
る
個
人
の

権
利
及
び
自
由
の
干
渉
に
わ
た
る
等
そ
の
権
限
を
濫
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
を
政
府
が
思
い
起
こ

し
て
、
名
護
市
辺
野
古
新
基
地
建
設
や
東
村
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
工
事
に
無
抵
抗
・
非
暴
力
主
義
で
阻
止
活
動
を
展
開

し
て
い
る
沖
縄
県
民
に
対
す
る
警
備
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
と
見
解
は
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

三


